
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

〃

〃

○

救

急

病

院

等

の

認

定

医

療

推

進

課

担

当

課

（

室

）

○

育

成

医

療

及

び

更

生

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

障

害

福

祉

課

目

次

関

の

指

定

○

育

成

医

療

及

び

更

生

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

〃

【

告

示

】

○

技

能

検

定

試

験

手

数

料

の

金

額

の

一

部

改

正

労

働

雇

用

政

策

課

関

の

指

定

の

更

新

（

県

例

規

集

登

載

）

○

育

成

医

療

及

び

更

生

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

〃

○

優

良

図

書

の

推

奨

男

女

共

同

参

画

青

少

関

の

指

定

の

辞

退

年

課

○

土

地

改

良

区

の

解

散

耕

地

課

○

有

害

図

書

の

指

定

〃

○

保

安

林

の

指

定

予

定

治

山

課

○

特

定

施

設

の

設

置

許

可

申

請

環

境

管

理

課

○

〃

〃

○

特

定

施

設

の

設

置

及

び

構

造

等

変

更

の

許

可

申

〃

○

保

安

林

の

指

定

施

業

要

件

の

変

更

予

定

〃

【

公

告

】

請

○

第

十

三

次

鳥

獣

保

護

管

理

事

業

計

画

の

公

表

自

然

環

境

課

○

令

和

四

年

度

前

期

技

能

検

定

試

験

の

実

施

労

働

雇

用

政

策

課

○

ツ

キ

ノ

ワ

グ

マ

、

イ

ノ

シ

シ

、

ニ

ホ

ン

ジ

カ

及

〃

○

都

市

計

画

の

変

更

に

係

る

図

書

の

写

し

の

縦

覧

都

市

計

画

課

び

ニ

ホ

ン

ザ

ル

の

管

理

計

画

の

公

表

○

道

路

の

位

置

の

指

定

建

築

指

導

課

○

ツ

キ

ノ

ワ

グ

マ

の

捕

獲

等

の

禁

止

〃

○

〃

〃

○

イ

ノ

シ

シ

及

び

ニ

ホ

ン

ジ

カ

の

狩

猟

期

間

の

延

〃

長

○

イ

ノ

シ

シ

及

び

ニ

ホ

ン

ジ

カ

の

禁

止

猟

法

の

一

〃

部

解

除

○

指

定

障

害

児

通

所

支

援

事

業

者

の

指

定

指

導

監

査

室

○

指

定

障

害

福

祉

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

の

指

定

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

岡

山

県

公

報

令和４年４月１日 第１２３８３号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
七
十
号 

平
成
十
二
年
岡
山
県
告
示
第
百
七
十
一
号
（
技
能
検
定
試
験
手
数
料
の
金
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う 

に
改
正
し
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

令
和
四
年
四
月
一
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

 

実
技
試
験
手
数
料
金
額
の
⑵
の
表
中
「
、
陶
磁
器
製
造
」
を
削
り
、
実
技
試
験
手
数
料
金
額
の
⑹
イ

中
「
三
十
五
歳
」
を
「
二
十
五
歳
」
に
改
め
、
実
技
試
験
手
数
料
金
額
の
⑹
ロ
を
⑹
ハ
と
し
、
⑹
イ
の

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

ロ 

実
技
試
験
受
検
申
請
日
に
お
い
て
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
四
条

第
一
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者
で
あ
る
も
の 
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      番
号

 
 

 
 

 
図

 
 

書
 

 
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

著
 

 
 

者
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

発
 

行
 

所
 

 
 

 
 

 
対

 
 

 
象

 
 

１
 

 
 

も
り

は
み

て
い

る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
大

 
竹

 
英

 
洋

 
 

 
 

 
 

 
 

 
文

・
写

真
 

 
 

福
音

館
書

店
 

 
 

 
幼

児
 

２
 

 
 

お
し

っ
こ

、
う

ん
こ

は
ど

こ
に

い
く

？
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
 
川

 
ひ

 
ろ

 
た

 
か

 
 
 

 
 

 
作

 
 

 
 

 
 

 
ア

リ
ス

館
 

 
 

 
 

 
 
〃

 

カ
ワ

チ
・

レ
ン

 
 

 
 

 
 

 
 

絵
 

３
 

 
 

ピ
ン

ク
は

お
と

こ
の

こ
の

い
ろ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

ロ
ブ

パ
ー

ル
マ

ン
 

 
 

 
 

 
 

文
 

 
 

 
 
 

 
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ

Ｋ
Ａ
Ｗ

Ａ
 

 
 

小
学

生
（

低
）

 

イ
ダ

カ
バ

ン
 

 
 

 
 

 
 

 
 

絵
 

ロ
バ

ー
ト

キ
ャ

ン
ベ

ル
 

 
 

 
 

訳
 

４
 

 
 

か
せ

い
じ

ん
の

お
ね

が
い

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

い
 
と

 
う

 
ひ

 
ろ

 
し

 
 

 
 

 
 

作
 

 
 

 
 

 
 

童
心

社
 

 
 

 
 

 
 
〃

 

５
 

 
 

黄
色

い
星

 
ユ

ダ
ヤ

人
を

守
っ

た
国

王
と

デ
ン

マ
ー

ク
 

 
 

 
 

 
カ

ー
メ

ン
・
ア

グ
ラ

・
デ

ィ
ー

デ
ィ
 

 
 

 
文

 
 
 

 
 

 
 
 

Ｂ
Ｌ

出
版

 
 

 
小

学
生

（
中

）
 

の
人

た
ち

の
物

語
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

ヘ
ン

リ
ー

・
ソ

レ
ン

セ
ン

 
 

 
 

絵
 

那
 
須

 
田

 
淳

 
 

 
 

 
 
 

 
 

訳
 

６
 

 
 

い
い

て
ん

き
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
な

 
つ

 
の

 
つ

 
き

 
こ

 
 
 
 

 
 

 
文

・
絵

 
 

 
 

ヴ
ィ

ッ
セ

ン
出

版
 

 
 

小
学

生
（

高
）

 

７
 

 
 

ト
カ

ゲ
の

し
っ

ぽ
 

約
束

の
か

た
ち

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
須

 
長

 
和

 
子

 
 

 
 

 
 
 

 
 

著
 

 
 
 

 
 
 

銀
の

鈴
社

 
 

 
 
 

 
 

〃
 

佐
 
藤

 
真

 
紀

 
子

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

絵
 

８
 

 
 

ひ
ま

り
の

す
て

き
時

間
割

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

井
 
嶋

 
敦

 
子

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

作
 
 
 
 
 
 
 

 
 

童
心

社
 

 
 

 
 

 
 
〃

 

丸
 
山

 
ゆ

 
き

 
 

 
 

 
 

 
 

 
絵

 

９
 

 
 

＃
マ

イ
ネ

ー
ム

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

黒
 
川

 
裕

 
子

 
 

 
 

 
 
 

 
 

作
 

 
 
 
 
 

 
 

さ
・

え
・

ら
書

房
 

 
 

中
学

生
 

◎
岡
山
県
告
示
第
百
七
十
一
号 

 

岡
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
九
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
の
た
め
特
に
有
益
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
図
書
を
次
の
と
お
り
推
奨
す
る
。 

 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
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       番
号

 
 

種
 

別
 

 
 

 
 

名
 

 
 

 
称

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
発

行
者

等
 

 

 
１

 
 

 
雑

 
誌

 
 

 
実

話
ナ

ッ
ク

ル
ズ

 
Ｇ

Ｏ
Ｌ

Ｄ
 

Ｖ
ｏ

ｌ
．

２
４

 
大

洋
図

書
 

 
２

 
 

 
 

〃
 

 
 

 
実

録
Ｊ

Ｏ
Ｋ

Ｅ
Ｒ

 
３

月
号

 
 

 
 

 
 

 
 

 
ダ

イ
ア

プ
レ

ス
 

 
３

 
 

 
 

〃
 

 
 

 
エ

キ
サ

イ
テ

ィ
ン

グ
マ

ッ
ク

ス
！

デ
ラ

ッ
ク

ス
２

 
楽

楽
出

版
 

０
２

２
早

春
特

大
号

 
 

 
 

 
 

 
 

 

４
 
 

 
 

〃
 

 
 

 
芸

能
エ

ン
タ

メ
Ｄ

Ａ
Ｓ

Ｈ
！

！
４

月
号

Ｖ
Ｏ

Ｌ
．

 
マ

イ
ウ

ェ
イ

出
版

 

４
 

 
５

 
 

 
 

〃
 

 
 

 
絶

対
恋

愛
Ｓ

ｗ
ｅ

ｅ
ｔ

 
２

０
２

２
年

１
月

号
 

 
笠

倉
出

版
社

 

◎
岡
山
県
告
示
第
百
七
十
二
号 

 

岡
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
九
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
図
書
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
七
十
三
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
設
置
許
可
申
請
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ

く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
四
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申
請
の
概
要

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

(
1
)

っ

名
称

Ｎ
Ｔ
Ｎ
株
式
会
社

住
所

大
阪
府
大
阪
市
西
区
京
町
堀
一
丁
目
３
番

号
1
7

氏
名

代
表
取
締
役

鵜
飼

英
一

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)名

称
Ｎ
Ｔ
Ｎ
株
式
会
社
自
動
車
事
業
本
部
岡
山
製
作
所

所
在
地

岡
山
県
備
前
市
畠
田

番
地
の
１

5
0
0

令和４年４月１日　岡山県公報　第１２３８３号



(3) 特定施設に関する事項

区 分 新 設

63－イ
金属製品製造業の用に

種 類 供する焼入れ施設（等
速ジョイント工場 3
2） TJ-5L）

能 力 200kg／ｈ

工 事 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 令和４年６月１日

使 用 開 始 予 定 年 月 日 令和４年６月１日

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 0 3.0
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 7～8 8～10
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／Ｌ） 7,000 7,000
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 50,000 50,000

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 300 300

油 分（㎎／Ｌ） 50 50

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 3,000 3,000

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 5 5

大腸菌群数（個／㎤） 0 0

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。

(4) 汚水等の処理施設に関する事項

変更なし

(5) 排水口に関する事項

変更なし

２ 縦覧の期間及び場所

(1) 期 間 令和４年４月１日から同月22日まで

(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び備前市役所

令和４年４月１日　岡山県公報　第１２３８３号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
七
十
四
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
及
び
第
八
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
設
置
及
び
構
造
等
の
変
更
の
許
可
申
請
の
概
要

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
し
、
及
び
そ
の
構
造
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に

供
す
る
。

令
和
四
年
四
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申
請
の
概
要

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

(
1
)

っ

名
称

ロ
ム
・
ワ
コ

株
式
会
社

ー
ー

住
所

岡
山
県
笠
岡
市
富
岡

番
地

1
0
0

氏
名

代
表
取
締
役
社
長

吉
岡

浩
文

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)名

称
ロ

ム
・
ワ
コ

株
式
会
社

ー
ー

所
在
地

岡
山
県
笠
岡
市
富
岡

番
地

1
0
0
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(3) 特定施設に関する事項

区 分 新 設 変 更 前 変 更 後

63－ホ 63－ホ 63－ホ
種 類 廃ガス洗浄施設 廃ガス洗浄施設 廃ガス洗浄施設

(LD-001) (D素-115，117) (D素-115)

能 力 10㎥／min・台 1㎥／min・台 同左

工 事 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに － 同左

工 事 完 成 予 定 年 月 日 許可後直ちに － 同左

使 用 開 始 予 定 年 月 日 許可後直ちに － 同左

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間 同左 同左
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 0.00 0.04 24.79 25.71 12.40 12.86
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 11～12 11～12 10～12 10～12
最大の値並びに

 当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／Ｌ） 1 2 50 100
常の量及び最大
の量 Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） － － 10 20

油 分（㎎／Ｌ） － － － －

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） － － 50 100

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） － － 50 100

シアン化合物 ㎎／Ｌ － － － － 同左（ ）

砒素（㎎／Ｌ） － － － －

ふっ素（㎎／Ｌ） － － － －

鉛（㎎／Ｌ） － － － －

ほう素（㎎／Ｌ） － － － －

アンモニア，アンモニウム
－ － 25 50化合物，亜硝酸化合物及び

  硝酸化合物（mg／Ｌ）

備考１ 種類は，水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。
備考２ 廃ガス洗浄施設(D素-115，117)の汚水等の量は，２基の合計を示す。
備考３ 廃ガス洗浄施設(D素-115)から排出される汚水等は，公共下水道に排除される。
備考４ 廃ガス洗浄施設(LD-001)から排出される汚水等は，産業廃棄物として委託処理される。
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(4) 汚水等の処理施設に関する事項

区 分 変 更 前 変 更 後

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 No.2（酸・アルカリ排水処理施設） 同左

種 類 及 び 型 式 連続自動中和 同左

構 造 鋼製 同左

主 要 寸 法 長さ3.2m×幅1.8m×高さ1.8m 同左

能 力 1,300㎥／日 同左

処 理 の 方 法 中和・凝集・ろ過 同左

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 同左

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 同左

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 同左

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間 同左
の概要

使用時における 処 理 前 処 理 後 処 理 前 処 理 後
当該汚水等の処 区 分
理施設による処 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
理前及び処理後
の汚水等の汚染 水 量（㎥／日） 1,221 1,269 1,221 1,269 1,208.61 1,256.15 1,208.61 1,256.15
状態の通常の値
及び最大の値並 ｐ Ｈ 2.0～3.0 2.0～3.0 7.1～7.3 7.1～7.3 2.0～3.0 2.0～3.0 7.1～7.3 7.1～7.3
びに当該汚水等

 の通常の量及び ＢＯＤ（mg／Ｌ） 25 50 11.9 19.8 25 50 11.9 19.8
最大の量

   Ｓ Ｓ（mg／Ｌ） 25 50 5.2 23 25 50 5.2 23

油 分（㎎／Ｌ） － － － － － － － －

   Ｔ－Ｎ（mg／Ｌ） 40 50 31.5 43 40 50 31.5 43

    Ｔ－Ｐ（mg／Ｌ） 25 50 0.2 0.4 25 50 0.2 0.4

シアン化合物 ㎎／Ｌ － 0.5 － － － 0.5 － －（ ）

砒素（㎎／Ｌ） － 0.05 － － － 0.05 － －

ふっ素（㎎／Ｌ） 15 30 5.6 7.5 15 30 5.6 7.5

備考 汚水等の処理施設で処理された汚水等は，公共下水道に排除される。
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区 分 変 更 前 変 更 後

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 No.2（酸・アルカリ排水処理施設） 同左

使用時における 処 理 前 処 理 後 処 理 前 処 理 後
当該汚水等の処 区 分
理施設による処 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
理前及び処理後
の汚水等の汚染 鉛（㎎／Ｌ） － － － － － － － －
状態の通常の値
及び最大の値並 ほう素（㎎／Ｌ） － 5 0.2 0.3 － 5 0.2 0.3
びに当該汚水等

アンモニア，アンモニウムの通常の量及び
最大の量 20 25 15.8 21.5 20 25 15.8 21.5化合物，亜硝酸化合物及び

  硝酸化合物（mg／Ｌ）

備考 汚水等の処理施設で処理された汚水等は，公共下水道に排除される。

(5) 排水口に関する事項

変更なし

２ 縦覧の期間及び場所

(1) 期 間 令和４年４月１日から同月22日まで

(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び笠岡市役所
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
七
十
五
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）

第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
第
十
三
次
鳥
獣
保
護
管
理
事
業
計
画
を
決
定
し
た
。

令
和
四
年
四
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

計
画
の
名
称

第
十
三
次
鳥
獣
保
護
管
理
事
業
計
画

二

計
画
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

縦
覧
場
所

１

岡
山
県
環
境
文
化
部
自
然
環
境
課
及
び
農
林
水
産
部
農
村
振
興
課
鳥
獣
害
対
策
室

２

各
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
森
林
企
画
課
及
び
地
域
事
務
所
地
域
森
林
課
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
七
十
六
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）

第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
及
び

ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
管
理
計
画
を
決
定
し
た
。

令
和
四
年
四
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

計
画
の
名
称

１

第
二
種
特
定
鳥
獣
（
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
）
管
理
計
画

２

第
二
種
特
定
鳥
獣
（
イ
ノ
シ
シ
）
管
理
計
画

３

第
二
種
特
定
鳥
獣
（
ニ
ホ
ン
ジ
カ
）
管
理
計
画

４

第
二
種
特
定
鳥
獣
（
ニ
ホ
ン
ザ
ル
）
管
理
計
画

二

計
画
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

縦
覧
場
所

１

岡
山
県
環
境
文
化
部
自
然
環
境
課
及
び
農
林
水
産
部
農
村
振
興
課
鳥
獣
害
対
策
室

２

各
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
森
林
企
画
課
及
び
地
域
事
務
所
地
域
森
林
課
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
七
十
七
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）

第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
捕
獲
等

を
次
の
と
お
り
禁
止
す
る
。

令
和
四
年
四
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

捕
獲
等
を
禁
止
す
る
区
域

県
内
全
域

二

捕
獲
等
を
禁
止
す
る
期
間

第
二
種
特
定
鳥
獣
（
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
）
管
理
計
画
の
期
間
（
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
）
内
に
お
い
て
、
毎
年
十
一
月
十
五
日
か
ら
十
二
月
十
四
日
ま
で
を
除
い
た
期

間
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
七
十
八
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
イ
ノ
シ
シ
及
び
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
狩
猟
期
間
を
延
長
す

る
。

令
和
四
年
四
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

狩
猟
期
間
を
延
長
す
る
区
域

県
内
全
域

二

延
長
す
る
狩
猟
期
間

第
二
種
特
定
鳥
獣
（
イ
ノ
シ
シ
）
管
理
計
画
及
び
第
二
種
特
定
鳥
獣
（
ニ
ホ
ン
ジ
カ
）
管
理
計
画

の
期
間
（
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
）
内
に
お
い
て
、
毎
年
二
月
十

六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
七
十
九
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
イ
ノ
シ
シ
及
び
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
禁
止
猟
法
の
一
部
を

解
除
す
る
。

令
和
四
年
四
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

禁
止
猟
法
の
一
部
を
解
除
す
る
こ
と
に
よ
り
使
用
可
能
と
な
る
猟
法

輪
の
直
径
が
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
く
く
り
わ
な

二

禁
止
猟
法
の
一
部
を
解
除
す
る
区
域

県
内
全
域

三

禁
止
猟
法
の
一
部
を
解
除
す
る
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
八
十
号 

 

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
を
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

な
く
ら
七
色
キ
ッ
ズ 

  

２  

所
在
地 

美
作
市
栄
町
六
八 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

有
限
会
社
美
作
名
倉
堂 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

美
作
市
栄
町
七
一
番
地
の
一 

三 

指
定
年
月
日 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
五
一
五
〇
〇
〇
二
四 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

児
童
発
達
支
援 
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
八
十
一
号 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し

た
。 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

自
立
訓
練
事
業
所 

い
ろ
は 

  

２  

所
在
地 

浅
口
郡
里
庄
町
里
見
五
三
〇
一
番
地 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

一
般
社
団
法
人
結 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

浅
口
郡
里
庄
町
里
見
六
〇
四
二
番
地
六 

三 

指
定
年
月
日 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
一
二
七
〇
〇
〇
五
一 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
） 
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
八
十
二
号 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し

た
。 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ホ
ー
ム
和
気
町
衣
笠 

  

２  

所
在
地 

和
気
郡
和
気
町
衣
笠
一
〇
〇
一
―
一 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
株
式
会
社 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

東
京
都
品
川
区
南
大
井
六
丁
目
二
五
番
三
号 

三 

指
定
年
月
日 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
二
二
三
〇
〇
〇
四
一 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

 
 

共
同
生
活
援
助 
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
八
十
三
号 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し

た
。 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

短
期
入
所 

和
気
町
衣
笠 

  

２  

所
在
地 

和
気
郡
和
気
町
衣
笠
一
〇
〇
一
―
一 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
株
式
会
社 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

東
京
都
品
川
区
南
大
井
六
丁
目
二
五
番
三
号 

三 

指
定
年
月
日 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
一
二
三
〇
〇
二
四
一 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

 
 

短
期
入
所 
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
八
十
四
号 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し

た
。 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

宙 

  

２  

所
在
地 

久
米
郡
久
米
南
町
上
弓
削
一
五
六
三
―
六 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

社
会
福
祉
法
人
江
原
恵
明
会 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

津
山
市
津
山
口
三
〇
六
番
地 

三 

指
定
年
月
日 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
一
三
八
〇
〇
二
五
六 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

 
 

就
労
継
続
支
援
（
Ｂ
型
） 

令和４年４月１日　岡山県公報　第１２３８３号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
八
十
五
号

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
救

急
病
院
及
び
救
急
診
療
所
を
次
の
と
お
り
認
定
し
た
。

令
和
四
年
四
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

岡
山
東
部
脳
神
経
外
科
病
院

２

所
在
地

岡
山
市
北
区
牟
佐
九
六

一

－

二

認
定
年
月
日

令
和
四
年
四
月
一
日

三

認
定
の
有
効
期
限

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

一

病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

公
益
財
団
法
人
大
原
記
念
倉
敷
中
央
医
療
機
構
倉
敷
中
央
病
院
リ
バ
ー
サ
イ
ド

２

所
在
地

倉
敷
市
鶴
の
浦
二

六

一
一

－
－

二

認
定
年
月
日

令
和
四
年
四
月
一
日

三

認
定
の
有
効
期
限

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

令和４年４月１日　岡山県公報　第１２３８３号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
八
十
六
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の

と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
四
年
四
月
一
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

担
当
す
る
医
療
の
種
類

指
定
年
月
日

新
見
ク
リ
ニ
ッ
ク

新
見
市
西
方
四
五
〇

腎
臓
（
更
生
医
療
）

令
和
四
年
一
月
一
日

笠
岡
市
立
市
民
病
院

笠
岡
市
笠
岡
五
六
二
八

一

腎
臓

令
和
四
年
四
月
一
日

－

令和４年４月１日　岡山県公報　第１２３８３号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
八
十
七
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
担
当
す
る

医
療
機
関
に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
。

令
和
四
年
四
月
一
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

担
当
す
る
医
療
の
種
類

更
新
年
月
日

サ
カ
エ
薬
局
瀬
戸
内
店

瀬
戸
内
市
邑
久
町
山
田
庄
八
四
五

一

調
剤

令
和
四
年
四
月
一
日

－

佐
古
薬
局
石
川
病
院
前
店

津
山
市
川
崎
五
五
〇

一

調
剤

令
和
四
年
五
月
一
日

－

令和４年４月１日　岡山県公報　第１２３８３号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
八
十
八
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
担
当
す
る

医
療
機
関
に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。

令
和
四
年
四
月
一
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
辞
退
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

担
当
す
る
医
療
の
種
類

辞
退
年
月
日

新
見
ク
リ
ニ
ッ
ク

新
見
市
西
方
四
五
〇

腎
臓
（
更
生
医
療
）

令
和
三
年
十
二
月
三
一
日

有
限
会
社
田
中
薬
局

玉
野
市
宇
野
二

二
七

二
一

調
剤

令
和
四
年
二
月
二
八
日

－
－

令和４年４月１日　岡山県公報　第１２３８３号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
八
十
九
号

（

）

、

土
地
改
良
法

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号

第
六
十
七
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り

土
地
改
良
区
が
次
の
と
お
り
解
散
し
た
。

令
和
四
年
四
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
地
改
良
区
の
名
称

鏡
野
町
小
田
土
地
改
良
区

二

土
地
改
良
区
の
所
在
地

苫
田
郡
鏡
野
町
竹
田
六
六
〇
番
地

三

解
散
年
月
日

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

令和４年４月１日　岡山県公報　第１２３８３号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
九
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
四
年
四
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

備
前
市
友
延
字
奥
ノ
ト
以
九
四
三
の
六
六

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
備
前
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦

「

覧
に
供
す
る

）
。

令和４年４月１日　岡山県公報　第１２３８３号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
九
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
四
年
四
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

苫
田
郡
鏡
野
町
富
西
谷
字
鈩
谷
八
七
三
の
一
、
八
七
三
の
四
、
八
七
三
の
五

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
鏡
野
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦

「

覧
に
供
す
る

）
。

令和４年４月１日　岡山県公報　第１２３８３号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
九
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る

予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
四
年
四
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

総
社
市
槙
谷
字
畑
ケ
野
一
七
九
の
二
、
一
八
三
、
一
八
四
の
四
、
一
八
六
の
二
、
一
八
七
の
二
、

一
八
八
の
二
、
一
八
九
の
二
、
一
九
〇
の
三
、
一
九
一
の
二
、
一
九
二
、
一
九
五
の
三
、
二
一
四
の

二
、
二
一
六
の
二
、
二
一
八
の
二
、
二
一
九
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

、
二
二
一
、

。
）

二
二
二
、
二
二
三
の
一
、
二
二
三
の
二
、
二
二
四
の
三
、
二
二
四
の
四
、
三
一
一
の
二
、
三
一
二
の

二
、
三
一
三
の
二
、
三
一
三
の
四
、
三
一
三
の
七
、
三
一
三
の
八
、
三
一
五
の
二
、
三
一
八
の
二
、

三
一
九
の
二
、
三
二
五
の
二
、
三
二
六
の
二
、
三
二
七
の
二

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（１）

字
畑
ケ
野
二
一
九
の
一
・
二
二
一
・
二
二
三
の
二
・
二
二
四
の
三
（
以
上
四
筆
に
つ
い
て
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

（２）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（３）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（４）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
総
社
市
役
所
に
備

「

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

令和４年４月１日　岡山県公報　第１２３８３号



〔
一
四
二
〕
職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
、
令
和
四
年
度
前
期
技
能
検
定
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
四
年
四
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

実
施
す
る
検
定
職
種
及
び
そ
の
等
級

１

一
級
及
び
二
級

職

種

作

業

園
芸
装
飾

室
内
園
芸
装
飾
作
業

造
園

造
園
工
事
作
業

鋳
造

非
鉄
金
属
鋳
物
鋳
造
作
業

金
属
熱
処
理

一
般
熱
処
理
作
業

浸
炭
・
浸
炭
窒
化
・
窒
化
処
理
作
業

高
周
波
・

、

、

炎
熱
処
理
作
業

粉
末
冶
金

焼
結
作
業

機
械
加
工

普
通
旋
盤
作
業
、
数
値
制
御
旋
盤
作
業
、
フ
ラ
イ
ス
盤
作
業
、
数
値

制
御
フ
ラ
イ
ス
盤
作
業
、
平
面
研
削
盤
作
業
、
円
筒
研
削
盤
作
業
、

マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
作
業

放
電
加
工

数
値
制
御
形
彫
り
放
電
加
工
作
業
、
ワ
イ
ヤ
放
電
加
工
作
業

金
属
プ
レ
ス
加
工

金
属
プ
レ
ス
作
業

鉄
工

製
缶
作
業
、
構
造
物
鉄
工
作
業

建
築
板
金

内
外
装
板
金
作
業
、
ダ
ク
ト
板
金
作
業

工
場
板
金

曲
げ
板
金
作
業

め
っ
き
（
学
科
試
験
の
み

電
気
め
っ
き
作
業

実
施
）

仕
上
げ

治
工
具
仕
上
げ
作
業
、
金
型
仕
上
げ
作
業
、
機
械
組
立
仕
上
げ
作
業

切
削
工
具
研
削

工
作
機
械
用
切
削
工
具
研
削
作
業

ダ
イ
カ
ス
ト

コ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン
バ
ダ
イ
カ
ス
ト
作
業

電
子
機
器
組
立
て

電
子
機
器
組
立
て
作
業

電
気
機
器
組
立
て

配
電
盤
・
制
御
盤
組
立
て
作
業

建
設
機
械
整
備

建
設
機
械
整
備
作
業

婦
人
子
供
服
製
造

婦
人
子
供
注
文
服
製
作
作
業

布
は
く
縫
製

ワ
イ
シ
ャ
ツ
製
造
作
業

家
具
製
作

家
具
手
加
工
作
業

建
具
製
作

木
製
建
具
手
加
工
作
業

印
刷

オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
作
業

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形

射
出
成
形
作
業
、
真
空
成
形
作
業

と
び

と
び
作
業

左
官

左
官
作
業

築
炉

築
炉
作
業

ブ
ロ
ッ
ク
建
築

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
工
事
作
業

タ
イ
ル
張
り

タ
イ
ル
張
り
作
業

畳
製
作

畳
製
作
作
業

防
水
施
工

ウ
レ
タ
ン
ゴ
ム
系
塗
膜
防
水
工
事
作
業
、
ア
ク
リ
ル
ゴ
ム
系
塗
膜
防

水
工
事
作
業
、
シ
ー
リ
ン
グ
防
水
工
事
作
業
、
改
質
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
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シ
ー
ト
常
温
粘
着
工
法
防
水
工
事
作
業
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
防
水
工
事
作
業

内
装
仕
上
げ
施
工

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
床
仕
上
げ
工
事
作
業
、
鋼
製
下
地
工
事
作
業
、
ボ

ー
ド
仕
上
げ
工
事
作
業
、
化
粧
フ
ィ
ル
ム
工
事
作
業

熱
絶
縁
施
工

保
温
保
冷
工
事
作
業

サ
ッ
シ
施
工

ビ
ル
用
サ
ッ
シ
施
工
作
業

化
学
分
析

化
学
分
析
作
業

表
装

壁
装
作
業

塗
装

建
築
塗
装
作
業
、
金
属
塗
装
作
業

フ
ラ
ワ
ー
装
飾

フ
ラ
ワ
ー
装
飾
作
業

２

単
一
等
級

職

種

作

業

塗
料
調
色

調
色
作
業

産
業
洗
浄

高
圧
洗
浄
作
業

３

三
級

職

種

作

業

園
芸
装
飾

室
内
園
芸
装
飾
作
業

造
園

造
園
工
事
作
業

鋳
造

鋳
鉄
鋳
物
鋳
造
作
業

金
属
熱
処
理

一
般
熱
処
理
作
業

浸
炭
・
浸
炭
窒
化
・
窒
化
処
理
作
業

高
周
波
・

、

、

炎
熱
処
理
作
業

機
械
加
工

普
通
旋
盤
作
業
、
数
値
制
御
旋
盤
作
業
、
フ
ラ
イ
ス
盤
作
業
、
平
面

研
削
盤
作
業
、
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
作
業

工
場
板
金

曲
げ
板
金
作
業

め
っ
き

電
気
め
っ
き
作
業

仕
上
げ

機
械
組
立
仕
上
げ
作
業

機
械
検
査

機
械
検
査
作
業

電
子
機
器
組
立
て

電
子
機
器
組
立
て
作
業

建
築
大
工

大
工
工
事
作
業

と
び

と
び
作
業

左
官

左
官
作
業

ブ
ロ
ッ
ク
建
築

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
工
事
作
業

化
学
分
析

化
学
分
析
作
業

塗
装

金
属
塗
装
作
業

舞
台
機
構
調
整

音
響
機
構
調
整
作
業

フ
ラ
ワ
ー
装
飾

フ
ラ
ワ
ー
装
飾
作
業

二

手
数
料
、
実
施
期
日
、
実
施
場
所
等

１

実
技
試
験

手
数
料

(1)
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ア

一
級
、
二
級
、
三
級
（
在
校
生
を
除
く

）
及
び
単
一
等
級

。

手

数

料

職

種

減
額
対
象
者

そ

の

他

園
芸
装
飾
、
造
園
、
鋳
造
、
金
属
熱
処
理
、
粉
末
冶
金
、

九
、
二
〇
〇
円

一
八
、
二
〇
〇
円

機
械
加
工
、
放
電
加
工
、
金
属
プ
レ
ス
加
工
、
鉄
工
、
建

築
板
金
、
工
場
板
金
、
め
っ
き
、
仕
上
げ
、
切
削
工
具
研

削
、
ダ
イ
カ
ス
ト
、
電
子
機
器
組
立
て
、
電
気
機
器
組
立

て
、
建
設
機
械
整
備
、
布
は
く
縫
製
、
家
具
製
作
、
建
具

、

、

、

、

、

製
作

印
刷

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形

建
築
大
工

と
び

、

、

、

、

、

左
官

築
炉

ブ
ロ
ッ
ク
建
築

タ
イ
ル
張
り

畳
製
作

防
水
施
工
、
内
装
仕
上
げ
施
工
、
熱
絶
縁
施
工
、
サ
ッ
シ

施
工
、
化
学
分
析
、
表
装
、
塗
装
、
塗
料
調
色
、
舞
台
機

構
調
整
、
産
業
洗
浄
、
フ
ラ
ワ
ー
装
飾

機
械
検
査
、
婦
人
子
供
服
製
造

六
、
一
〇
〇
円

一
五
、
一
〇
〇
円

イ

三
級
（
在
校
生
に
限
る

）
。

手

数

料

職

種

減
額
対
象
者

そ

の

他

園
芸
装
飾
、
造
園
、
鋳
造
、
金
属
熱
処
理
、
機
械
加
工
、

三
、
一
〇
〇
円

一
二
、
一
〇
〇
円

工
場
板
金
、
め
っ
き
、
仕
上
げ
、
電
子
機
器
組
立
て
、
建

築
大
工
、
と
び
、
左
官
、
ブ
ロ
ッ
ク
建
築
、
化
学
分
析
、

塗
装
、
舞
台
機
構
調
整
、
フ
ラ
ワ
ー
装
飾

機
械
検
査

二
、
九
〇
〇
円

一
〇
、
一
〇
〇
円

ウ

在
校
生
に
つ
い
て

ア
及
び
イ
の
「
在
校
生
」
と
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。

公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
、
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
若
し
く
は
職
業
能
力
開
発
大

（ア）
学
校
の
訓
練
生
又
は
認
定
職
業
訓
練
施
設
の
訓
練
生
（
就
職
し
て
い
る
者
を
除
く

。
。
）

た
だ
し
、
短
期
課
程
の
普
通
職
業
訓
練
又
は
専
門
短
期
課
程
若
し
く
は
応
用
短
期
課
程
の

高
度
職
業
訓
練
を
受
け
て
い
る
者
を
除
く
。

高
等
学
校
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
基
づ
く
高
等
学
校

（イ）
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
又
は
同
法
に
基
づ
く
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
、
大
学
、
短

。

期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
若
し
く
は
各
種
学
校
の
生
徒
又
は
学
生

そ
の
他
知
事
が
認
め
る
者

（ウ）
エ

減
額
対
象
者
に
つ
い
て

ア
及
び
イ
の
「
減
額
対
象
者
」
と
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
を
い
う
。

二
級
又
は
三
級
の
実
技
試
験
を
受
検
す
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該
実
技
試
験
の
受
検
日
の

（ア）
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属
す
る
年
度
の
四
月
一
日
に
お
い
て
二
十
五
歳
に
達
し
て
い
な
い
も
の

実
技
試
験
受
検
申
請
日
に
お
い
て
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）

（イ）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者
で
あ
る
も
の

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
別
表
第
一
の

（ウ）
上
欄
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
者
以
外
の
者

オ

手
数
料
の
免
除
に
つ
い
て

（

、

高
等
学
校
の
生
徒

県
外
に
設
置
さ
れ
て
い
る
高
等
学
校
に
在
学
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は

県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
に
限
る
。
オ
に
お
い
て
同
じ

）
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

。

と
き
は
、
当
該
生
徒
に
係
る
実
技
試
験
手
数
料
を
免
除
す
る
。

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
に
よ
る
保
護
を
受
け
て
い
る
世

（ア）
帯
（
保
護
を
停
止
さ
れ
て
い
る
世
帯
を
含
む

）
に
属
す
る
者
で
あ
る
と
き
。

。

当
該
生
徒
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
で
あ
っ
て
、
主
と
し
て
当
該
生
徒
の
生
計
を
維

（イ）
持
し
て
い
る
者
（
定
時
制
課
程
に
在
籍
し
て
い
る
生
徒
の
う
ち
勤
労
し
て
い
る
生
徒
に
あ

っ
て
は
、
当
該
生
徒
）
が
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
規
定

に
よ
り
市
町
村
民
税
を
納
付
し
て
い
な
い
と
き
、
又
は
市
町
村
民
税
の
均
等
割
の
み
を
納

付
し
て
い
る
と
き
。

当
該
生
徒
と
同
一
の
世
帯
に
属
し
、
主
と
し
て
当
該
生
徒
の
生
計
を
維
持
し
て
い
る
者

（ウ）
が
死
亡
し
、
又
は
精
神
若
し
く
は
身
体
の
障
害
、
災
害
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
生
活
に
困

窮
し
、
か
つ
、
そ
の
者
の
他
に
学
資
を
負
担
す
る
者
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

実
施
期
日

(2)

（

）

（

）

、

令
和
四
年
六
月
七
日

火
曜
日

か
ら
同
年
九
月
十
一
日

日
曜
日

ま
で
の
間
に
お
い
て

別
途
岡
山
県
職
業
能
力
開
発
協
会
（
三
２
を
除
き
、
以
下
「
協
会
」
と
い
う

）
が
指
定
す
る

。

日
に
行
う
。

実
施
場
所

(3)

別
途
協
会
か
ら
受
検
者
に
通
知
す
る
。

問
題
の
公
表

(4)

（

）

、

。

、

令
和
四
年
五
月
三
十
一
日

火
曜
日

以
降
に

協
会
か
ら
受
検
者
に
通
知
す
る

た
だ
し

一
部
の
職
種
に
つ
い
て
は
、
公
表
し
な
い
。

２

学
科
試
験

手
数
料

(1)

三
、
一
〇
〇
円

実
施
期
日

(2)

検
定
職
種
ご
と
に
次
の
と
お
り
行
う
。

ア

一
級
及
び
二
級

職

種

実

施

期

日

造
園
、
金
属
熱
処
理
、
金
属
プ
レ
ス
加
工
、
布
は

令
和
四
年
八
月
二
十
一
日
（
日
曜
日
）

く
縫
製
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
、
と
び
、
築
炉
、

防
水
施
工
、
サ
ッ
シ
施
工
、
化
学
分
析
、
塗
装

粉
末
冶
金
、
機
械
加
工
、
鉄
工
、
め
っ
き
、
ダ
イ

令
和
四
年
八
月
二
十
八
日
（
日
曜
日
）

カ
ス
ト
、
電
子
機
器
組
立
て
、
建
設
機
械
整
備
、

婦
人
子
供
服
製
造
、
家
具
製
作
、
建
具
製
作
、
印

刷
、
左
官
、
畳
製
作
、
内
装
仕
上
げ
施
工
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園
芸
装
飾
、
鋳
造
、
放
電
加
工
、
建
築
板
金
、
工

令
和
四
年
九
月
四
日
（
日
曜
日
）

場
板
金
、
仕
上
げ
、
切
削
工
具
研
削
、
電
気
機
器

組
立
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
建
築
、
タ
イ
ル
張
り
、
熱
絶

縁
施
工
、
表
装
、
フ
ラ
ワ
ー
装
飾

イ

単
一
等
級

職

種

実

施

期

日

産
業
洗
浄

令
和
四
年
八
月
二
十
一
日
（
日
曜
日
）

塗
料
調
色

令
和
四
年
九
月
四
日
（
日
曜
日
）

ウ

三
級

職

種

実

施

期

日

園
芸
装
飾
、
造
園
、
鋳
造
、
機
械
加
工
、
工
場
板

令
和
四
年
七
月
十
日
（
日
曜
日
）

金
、
め
っ
き
、
仕
上
げ
、
機
械
検
査
、
電
子
機
器

組
立
て
、
建
築
大
工
、
と
び
、
左
官
、
ブ
ロ
ッ
ク

建
築
、
化
学
分
析
、
塗
装
、
舞
台
機
構
調
整
、
フ

ラ
ワ
ー
装
飾

金
属
熱
処
理

令
和
四
年
八
月
二
十
一
日
（
日
曜
日
）

実
施
場
所

(3)

別
途
協
会
か
ら
受
検
者
に
通
知
す
る
。

三

受
検
申
請
の
手
続

１

提
出
書
類

技
能
検
定
受
検
申
請
書
（
以
下
「
申
請
書
」
と
い
う

）
。

(1)

次
に
掲
げ
る
書
類
（
申
請
書
を
提
出
す
る
者
の
氏
名
及
び
生
年
月
日
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

(2)
き
る
も
の
に
限
る

）
の
い
ず
れ
か
の
写
し
等
。
た
だ
し
、
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
の
写
し

。

に
つ
い
て
は
保
険
者
番
号
又
は
被
保
険
者
等
記
号
・
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
る
箇
所
、
行
政
手

続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五

年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
以
下
「
個
人
番
号
カ

ー
ド
」
と
い
う

）
の
写
し
に
つ
い
て
は
個
人
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
そ
れ
ぞ
れ
塗

。

り
つ
ぶ
す
こ
と
。

ア

運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民

認
定
法
第
十
九
条
の
三
の
在
留
カ
ー
ド
、
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を

離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
七
条

第
一
項
の
特
別
永
住
者
証
明
書
、
そ
の
他
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
り

交
付
さ
れ
た
書
類

イ

生
徒
手
帳
又
は
学
生
証

ウ

旅
券
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実
技
試
験
又
は
学
科
試
験
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
そ
の
資
格
を
証
す
る
書
面

(3)
２

提
出
先

岡
山
県
職
業
能
力
開
発
協
会

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
三
番
一
〇
号
（
〒
七
〇
〇

〇
八
二
四
）

－
３

受
付
期
間

令
和
四
年
四
月
四
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
十
五
日
（
金
曜
日
）
ま
で

４

受
検
申
請
に
関
す
る
注
意

申
請
書
の
用
紙
及
び
受
検
案
内
に
つ
い
て
は
、
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

(1)o
k
a
y
a
m
a
-
s
y
o
k
u
n
o
u
.
o
r
.
j
p
/

）
か
ら
「
受
検
案
内
・
受
検
申
請
書
申
込
書
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
協
会
へ
請
求
す
る
こ
と
。

申
請
方
法
に
つ
い
て
は
、
書
留
郵
便
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
信
書
便
に
よ
る
送
付
と
し
、
封
筒

(2)
の
表
に
「
技
能
検
定
受
検
申
請
書
在
中
」
と
朱
書
す
る
こ
と
。
な
お
、
３
の
受
付
期
間
内
の
消

印
又
は
通
信
日
付
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
る
。

高
等
学
校
の
生
徒
が
実
技
試
験
手
数
料
の
減
額
対
象
者
の
適
用
又
は
免
除
を
受
け
よ
う
と
す

(3)
る
場
合
は
、
申
請
書
を
在
学
中
の
高
等
学
校
を
経
由
し
て
提
出
す
る
こ
と
。

四

手
数
料
の
納
付

手
数
料
は
、
申
請
書
の
提
出
時
に
納
付
す
る
こ
と
。
な
お
、
実
技
試
験
又
は
学
科
試
験
を
免
除
さ

れ
る
者
は
、
当
該
試
験
に
係
る
手
数
料
の
納
付
を
要
し
な
い
。
ま
た
、
受
検
申
請
を
受
け
付
け
た
後

は
、
申
請
を
取
り
消
し
た
場
合
又
は
試
験
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
手
数
料
は
返
還
し
な
い
。

五

合
格
発
表

１

合
格
者
に
つ
い
て
は
、
受
検
番
号
を
２
の
合
格
発
表
日
に
岡
山
県
産
業
労
働
部
労
働
雇
用
政
策

課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
s
o
s
h
i
k
i
/
4
7
/

）
に
掲
載
す
る
。

２

合
格
発
表
を
行
う
期
日

検

定

職

種

の

等

級

合

格

発

表

日

三
級
（
金
属
熱
処
理
を
除
く

）

令
和
四
年
八
月
二
十
六
日
（
金
曜
日
）

。

前
記
以
外
の
も
の

令
和
四
年
九
月
三
十
日
（
金
曜
日
）

六

そ
の
他

１

天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
協
会
が
技
能
検
定
の
全
部
又
は
一
部
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
当
該
技
能
検
定
に
係
る
実
施
職
種
、
実
施
期
日
、
実
施
場
所
、
申
請

書
の
提
出
期
限
そ
の
他
当
該
技
能
検
定
の
実
施
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
変
更
す
る
こ
と
が
あ

る
。

、

（

）

２

不
明
な
点
は

岡
山
県
産
業
労
働
部
労
働
雇
用
政
策
課

電
話
〇
八
六

二
二
六

七
三
八
七

－
－

又
は
協
会
（
電
話
〇
八
六

二
二
五

一
五
四
七
）
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

－
－
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〔
一
四
三
〕
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
津
山
市
か
ら
津
山
広
域
都
市
計
画
公
園
に
つ
い
て
の
都
市
計
画

の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
写
し
を
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

都
市
計
画
の
種
類 

 
 
 
 

津
山
広
域
都
市
計
画
公
園 

二 

都
市
計
画
の
変
更
年
月
日 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
五
日 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課 

 
 

な
お
、
原
本
は
、
津
山
市
都
市
建
設
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 
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〔
一
四
四
〕
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
。 

そ
の
関
係
図
面
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
美
作
県
民
局
建
設
部
管
理
課
に
お
い
て
、
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
。 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

   

岡
山
県
指
令
美
作
局

建
第
六
〇
二
七
号 

令
和
四
年
三
月
十
七

日 番

号 

指

定

年

月

日 

真
庭
市
中
字
柿
ケ
坪
五
六
六
番
九
、
五

六
六
番
一
四 

道

路

の

位

置 

五
・
〇
〇 

五
・
〇
〇 

道
路
の
幅
員 

(

メ
ー
ト
ル) 

二
七
・
九
三 

二
七
・
〇
五 

道
路
の
延
長 

(

メ
ー
ト
ル) 
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〔
一
四
五
〕
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
。 

そ
の
関
係
図
面
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
美
作
県
民
局
建
設
部
管
理
課
に
お
い
て
、
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
。 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

岡
山
県
指
令
美
作
局

建
第
六
〇
二
八
号 

令
和
四
年
三
月
二
十

二
日 

番

号 

指

定

年

月

日 

真
庭
市
中
字
蔵
ノ
元
三
五
四
番
一
、
字

沼
苗
代
三
五
七
番
一
一 

道

路

の

位

置 

四
・
〇
〇
～ 

六
・
九
三 

道
路
の
幅
員 

(

メ
ー
ト
ル) 

一
一
二
・

二
〇 

道
路
の
延
長 

(

メ
ー
ト
ル) 
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